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装飾パターンの分類からみた比較考察
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1. 背景と目的

　建築デザインにおいて ,近年では特にポストモダニ

ズム期にみられるような運動があったように ,様々な

装飾的表現が氾濫している .現代において装飾とデザ

インの境界は曖昧なものであり ,この二者を明確に区

分することは難しい .そこで本稿では曖昧に存在する

デザインと装飾の表現のうち ,装飾的な表現に着目

し ,現代においてそれがどのようにして社会に溶け込

んでいるのかを調査し ,それが近年どのような現状や

傾向を示すのかを分析することを目的とする .

2. 分析対象及び方法

（1）分析対象の選定

　「新建築」2009 年 1 月号―2013 年 12 月号の 5年間

の全事例を調査し ,うち 89 事例の分析対象を扱う . 

建築外観に装飾的表現が施されているもので ,かつ設

計者が設計主旨でその表現について言及している事例

を全て抜粋した .

（2）分析方法について

　掲載誌より建築の基本情報や建築規模 ,用途 ,装飾

的表現のパターン ,使用素材 ,装飾的表現の表現手

段 ,さらにそれらが如何なる意図で表現されたかを抜

粋し分類することで ,それら 89 事例分のデータから

共通項を抽出して事例同士の関連を探る .

[ 装飾的表現について ]　鶴岡　　より装飾的表現と

は外観の素材表面の抵抗感や肌理として現れる「めま

い」によって生じるものと定義する .

[ 装飾パターンによる分類 ]装飾的表現を構成する形

式 ,内容とそれらの設計意図をいくつかの項目として

以下のように分類する .

■平面装飾と立体装飾　ヴェンチューリ  　の提唱し

た「あひる」と「装飾された小屋」より装飾的表現の

形式を平面的なものと立体的なものとして二次元と三

次元の二つに分類する .

■装飾のモチーフ　素材表面の抵抗感や肌理をより際

立たせる造形モチーフとして ,ヴォリンガー　　や

リード　　を参考にその項目を定める。まず ,装飾モ

チーフの表現形式を有機的無機的に分け ,それぞれを

自然物と人工物と名称する .そしてそれをさらに細分

化して定める .自然物（動物 /植物 /地学・自然現象

/雰囲気 /その他）と人工物（建築 /衣類 /道具 /模

様 /色 /その他）とする .

[ 装飾的表現の設計意図 ]　「めまい」は何を目的とし

て引き起こされるのか ,その意図を考察するために設

計者の素材やモチーフの選定方法や選定目的に関わる

発言のみを抜粋しカテゴライズする。そしてそれら抜

粋したものを（空間 /周辺環境 /装飾 /融合 /見る /

表現 /人）の 6つに分類する .

3. 分析結果及び考察

(1)装飾パターンと設計意図の関連

　表１は,89事例を通して装飾のモチーフと設計意図

の相関関係を表しているものであり,どのような「モ

チーフ」「設計意図」の組み合わせをもつのか表した

ものである.装飾パターンに従って分類することので

きた89事例それぞれが該当する組み合わせの欄に何事

例あるのかなどを示している.そして89事例を通して

得た重複項目も含め,133項目を全体母数として,それ

ぞれの組み合わせの割合表示をした.また各モチーフ

と設計意図の合計事例数,各モチーフと設計意図の類

似ワード分類による割合表示がされている.また,図

1,2は表1の数値をもとにモチーフと設計意図ごとの示

す傾向を示している.

[平面装飾と立体装飾]  分類項目の示す傾向より二次

元50.3％,三次元49.6％,と両操作はそれぞれ同じよう

な値を示した.そのため,近年における装飾的表現にお

いては,それらの表現形式の使われ頻度に大差はない

ことがわかった.しかし,それぞれの設計意図に着目す

ると,例えば平面操作の自然物のモチーフは空間のつ

ながり方や周辺環境を考慮して用いられる事例が少な

いのに対して,自然的要素を付加することで建築物そ

のものに自然物の印象や存在感などといった性質を付

加する事例が多いことがわかる.対して,立体操作の自

然物のモチーフは空間のつながりや周辺環境を考慮し

たものが多く,逆に自然物のもつ性質を表現しようと

するものが少ないことがわかる.

[自然物と人工物のモチーフ]　自然物と人工物の項目

に分類してみると自然物37.5%,人工物60.9%を示す.人

工物の方が自然物のおよそ2倍近く使われ,頻度が高い

ことがわかる.自然物は三次元と二次元で共通する項

目が多く,地学・自然現象が合わせて24件あることが

確認できる.地学・自然現象のモチーフの選定理由と
1: 理工・院（前）・建築　　2: 理工・客員研究員・建築　　3: 理工・教員・建築
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して最も多いのは建築と自然物の一体化が7件である

ことから,建築という人工的な生産物と同化するよう

にして自然物の性質を取り入れようとする傾向がある

ことが見られる.

(2)装飾モチーフの示す傾向

　図1より,最も用いられる装飾モチーフは「2次元/模

様」18.0%であることが分かる.これは平面装飾にて幾

何学的な操作が多いことを表す。また,「3次元/建築

」も17.3%という値を示し,建築を立体的に歪ませる事

で建築物の一部を表現しようとするものが多いことが

わかる.

(3)設計意図の傾向

　図 2より各設計意図をみて見ると「周辺環境の周囲

に溶け込む」が 11.3％と大きな割合を占める .そし

て次に設計意図を大まかに分類した際に「表現」のカ

テゴリーが 34.6% と大きな割合を占めている .建築の

装飾的表現に伴って外観は施主などのキャラクターや

Fig 1. Tendency of  the ornamental motif

メッセージを表現しようとする傾向があることが分か

る .また ,「装飾」は 6.8% の値を示している .これ

はやはり現代において直接的な装飾表現の事例が少な

いことを示す .

4. まとめ

　本稿では ,装飾的表現を立体操作 ,平面操作の（三

次元 ,二次元）, さらにそれらをそれぞれ有機的モ

チーフ ,無機的モチーフに分けた .

　これによって分析を進める中で装飾モチーフとして

の自然物（動物 /植物 /地学・自然現象 /雰囲気 /そ

の他）と人工物（建築 /衣類 /道具 /模様 /色 /その

他）設計意図としての (空間 /周辺環境 /装飾 /融合

/見る /表現 /人）の分類結果を得ることができた .

　最も多い装飾パタンの分類項目は「平面装飾」の「人

工物」であることから ,装飾的表現は建築の表層で用

いられることが多く ,また ,最も多い設計意図が「表

現」だったことから ,現代における装飾的表現はテナ

ントの商品イメージや施主のキャラクターを表したも

のが多いことが分かる .

 今後の課題としては ,「新建築」に関わらず ,情報

を蓄積することが必要と考える .
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Table 1. Correlation of the design concepts and ornamental patterns

Fig 2. Tendency of the design Concept
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